
令和８年３月 24日 

午後５時 30分 

港湾空港局総務課 

市政記者各位 

博多港における油の流出について（最終報） 

 令和８年３月 24日午前９時 30分ごろに発生した油の流出について、油回収等の

対応が完了しましたので、お知らせいたします。 

１ 発生日時・場所（既報） 

日時：令和８年３月 24日（火） 

午前９時 30分ごろ 

場所：博多港 博多ふ頭 ３号岸壁周辺 

（右位置図参照） 

概要：下記事故船舶から九州郵船フェリーきず 

なに燃料を搭載していたところ、博信丸 

乗組員のバルブ操作のミスによりＡ重油 

約１５０リットル（詳細確認中）を海上 

に流出させたことが判明。 

２ 事故船舶（既報） 

船 名：博信丸（はくしんまる） 

長 さ：２６.５メートル 

用 途：給油船 

所有者：伊藤忠エネクス株式会社 

３ 流出油の種類・拡散状況 

流出油の種類：Ａ重油 ／ 量：最大 150リットル 

範囲：付近海域からの拡散は確認されておりません。 

４ 対応状況 

・海上保安庁および港湾空港局における攪拌作業を終了。

・給油者である「エネクスマリンコネクト株式会社」等がオイルマットでの吸着

による油回収作業を終了。 

５ 被害状況 

人的被害：なし ／ 漁業への影響：なし 

福岡市営渡船への影響：なし 

港湾施設への影響：なし 

６ 事故原因 

海上保安庁において調査中。 

【問い合わせ先】 

港湾空港局総務課 添田、中村 

電話：092-282-7103 

博多ふ頭 

中央ふ頭 


